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▲手前の２区画が第３期の造成

▲下田歌子（実践女子大学図書館所蔵）

市では２００６（平成１８）年に恵那市企業等立

地促進条例を制定し、工業の振興を目指し

ている。現在分譲中の第３期拡張分は、県

土地開発公社と市が２００７（平成１９）年８月

に事業の協定を締結。以来、期間約３年、

総事業費約１０億４千万円で完成した。

　恵那テクノパークは、恵那市武並町の中央自動車道沿

いの丘陵地帯に、３期にわたり開発された工業団地。近

くには恵那山、かなたには中央アルプスが望める閑静で

緑豊かな環境の中に、自然との調和が図れるように設計、

配置されている。第１期は、県下５番目の県営工業団地

として、１９８７（昭和６２）年６月に総面積３２.９㌶の本体造

成工事が完了し、７区画が分譲を終了。第２期は、市営

の工業団地として１９９２（平成４）年１２月に総面積２４.５㌶
の本体造成工事が完了し、６区画が分譲を終了。現在、

そのすべての区画で１３社の企業が操業しており、従業

員は約１,２００人、製造品出荷額は約２３１億円。これは恵

那市全体の製造品出荷額の約１５㌫を占めている。また

第３期拡張工事が完成して、７月２６日に竣工式が行われ

た。総面積は１１.２㌶で、２区画を分譲中。

　岩村藩出身の教育家・歌人で、女子教育の先覚者。実

践女子学園を創設。１８５４（安政元）年９月３０日、代々学

者の家に生まれた。名は平
ひら

尾
お

鉐
せき

。４歳で和歌を作り、６

歳で俳句、漢詩をこなす。１７歳で上京して父の元に身

を寄せ、翌年宮内省の女官見習いになる。和歌に優れ、
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に「歌子」の名を賜った。１８７９（明治１２）年、

下田猛雄と結婚したが、夫が病気がちで不幸な結婚生活

を送る。１８８２（明治１５）年東京麹

町に桃
とう

夭
よう

女塾を開設、源氏物語と

和歌を指導する。１８８５（明治１８）

年、華族女子校開設に伴い、幹事

兼教授に任じられる。１８９９（明治

３２）年、実践女学校（現在の実践

女子大学）と女子工芸学校を創立。

婦人運動にも貢献した。１９３６（昭

和１１）年１０月８日、８３歳で没。

恵那テクノパーク 市内最大の工業団地

下田歌子 女子教育の先覚者
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岩村城山城址公園内には、歌子の勉強部屋

を復元した勉学所、銅像、顕彰碑がある。

顕彰碑は、歌子が亡くなる１年前に実践女

学校関係者の善意によって建立された。な

んと実践女学校の校庭で刻まれ、鉄道で運

ばれて来たという。 下田歌子の顕彰碑▲


